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今
年
度
に
入
っ
て
3
回
ほ
ど
他
府
県
の

高
校
の
様
子
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
何
度
も
耳
に
し
た
の
は
、
日
本
中
の
高
校

で
進
行
す
る
教
育
産
業
に
よ
る
教
育
支
配
と

で
も
い
う
べ
き
実
態
で
あ
る
。
い
わ
く
、
中

３
生
に
業
者
テ
ス
ト
を
受
け
さ
せ
て
高
１
の

ク
ラ
ス
分
け
に
使
っ
て
い
る
。
業
者
社
員
に

よ
る
研
修
会
を
開
催
し
、
継
続
的
に
同
社
の

模
擬
試
験
・
学
力
試
験
を
実
施
す
る
。
業
者

模
試
に
合
わ
せ
て
授
業
進
度
を
決
め
て
い
る
。

模
試
の
前
１
～
2
週
間
は
模
試
の
過
去
問
を

課
題
と
し
て
さ
せ
て
い
る
。
１
年
生
で
ｅ
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
ソ
フ
ト
を
ス
マ
ホ
登
録
し
卒

業
ま
で
使
う
。
英
語
の
４
技
能
対
応
と
し
て
、

リ
ス
ニ
ン
グ
だ
け
で
な
く
業
者
の
ス
ピ
ー
キ

ン
グ
テ
ス
ト
も
実
施
す
る
・
・
。

今
年
度
「
学
び
の
基
礎
診
断
」
が
導
入
さ

れ
、
２
０
２
０
年
度
入
試
か
ら
は
セ
ン
タ
ー

試
験
に
代
わ
る
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

が
強
行
さ
れ
る
。
学
び
の
基
礎
診
断
の
診
断

ツ
ー
ル
は
民
間
に
丸
投
げ
、
共
通
テ
ス
ト
の

英
語
は
４
技
能
に
対
応
し
て
い
る
民
間
の
資

格
・
検
定
試
験
に
頼
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
や
、
国
の
教
育
政
策
は
文
部
科
学
省
で

は
な
く
、
塾
や
受
験
産
業
の
管
轄
省
庁
で
あ

る
経
済
産
業
省
が
担
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

昨
年
度
版
の
『
も
の
づ
く
り
白
書
』
で
経
産

省
は
「Society

5.0

の
実
現
に
向
け
た
教

育
・
も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
」
を
発
表
し

た
。
今
年
5
月
に
は
政
府
の
教
育
再
生
実
行

会
議
が
「
技
術
の
進
展
に
応
じ
た
教
育
の
革

新
、
新
時
代
に
対
応
し
た
高
等
学
校
改
革
に

つ
い
て
」
を
提
言
し
た
。
そ
こ
で
はSociet

y
5.0

と
い
う
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
に
対
応

で
き
る
『
人
材
』
育
成
と
そ
の
た
め
の
環
境

整
備
の
た
め
、
盛
ん
に
産
業
界
と
の
連
携
が

説
か
れ
て
い
る
。
「
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
と
っ

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
マ
ス
ト
ア
イ
テ
ム
で
あ
り
、
遠

隔
教
育
・
デ
ジ
タ
ル
教
材
な
ど
の
技
術
革
新
、

す
で
に
教
育
産
業
が
提
供
を
始
め
て
い
る

『
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
』
を
よ

り
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
。
あ
か

ら
さ
ま
に
民
間
教
育
産
業
が
公
教
育
に
介
入

す
る
方
向
だ
。

教
育
は
産
業
界
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な

い
。
教
育
と
は
人
と
人
と
の
営
み
だ
。
模
試

対
策
や
受
験
の
た
め
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
前
に

座
っ
て
点
数
を
取
ら
せ
る
た
め
の
対
策
を
す

る
こ
と
は
教
育
で
は
な
い
。
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
が

子
ど
も
の
心
に
、
子
ど
も
の
悩
み
に
本
当
に

向
き
合
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
？

人
が
人

と
つ
な
が
り
、
社
会
と
つ
な
が
り
成
長
し
て

い
く
。
教
育
産
業
に
振
り
回
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
目
の
前
の
生
徒
と
向
き
合
う
、
人
と

人
と
の
教
育
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い

と
思
う
。

（
き
の
せ

の
ぶ
こ
）
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・【巻頭言】高校は民間教育産業の餌

食に?!教育は人と人との営みだ････P１

・第32回滋賀民研総会開催････････Ｐ2.3

・【記念講演】発達障害児の研究と支援

から考える今日の学校と教育学の問題

/窪島 務･････････････････････Ｐ4.5

・Ｎ君にとって意味ある世界を広げる教

師のはたらきについてー総合的学習

「八まんキラリたんけんたい商店街編」

の実践/西野雄一郎････････････Ｐ6.7

・2019年度役員・活動予定･････････Ｐ8
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《 今月の紙面 》

高
校
は
民
間
教
育
産
業
の
餌
食
に
?!

教
育
は
人
と
人
と
の
営
み
だ
。

黄
之
瀬
伸
子

滋
賀
高
教
組
書
記
長

編
集
後
記

◇
二
〇
一
九
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
「
研
究
所
」

の
名
に
値
す
る
「
研
究
」
を
ど
う
す
る

か
、
そ
の
た
め
の
体
制
を
ど
う
作
る
か

で
す
。
研
究
委
員
に
な
っ
て
み
よ
う
と

い
う
会
員
の
方
は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
◇
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
と

い
う
の
は
何
を
や
っ
て
も
よ
い
時
間
と

ば
か
り
に
、
「
自
己
の
進
路
を
見
つ
め

る
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
○
○
模
試
の

過
去
問
を
や
ら
せ
て
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
教
育
産
業
も
津
波
の
ご
と
く

押
し
寄
せ
て
く
る
け
れ
ど
、
教
師
の
方

も
業
者
を
頼
り
に
し
な
い
で
学
校
独
自

の
教
育
を
つ
く
る
矜
持
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
、
と
思
い
な
が
ら
巻
頭
言
を

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
◇
今
年

度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
Ｃ
）

月 日 曜 行 事

６ ８ 土 事務局会議

９ 日 第32回総会

29 土 発送作業・事務局会議

７ 13 土 事務局会議

13 土 登校拒否・不登校を考える会

27 土 発送作業・事務局会議

８ 10 土 事務局会議

31 土 登校拒否・・全国のつどい

31 土 発送作業・事務局会議

９ 14 土 事務局会議

28 土 発送作業・事務局会議

10 12 土 事務局会議

未 定 オータムセミナー

26 土 発送作業・事務局会議

11 ９ 土 事務局会議

16 土 理事会 研究委員会

30 土 発送作業・事務局会議

12 14 土 事務局会議

27 金 発送作業・事務局会議

１ 11 土 事務局会議

25 土 滋賀教育のつどい

26 日 発送作業・事務局会議

２ ８ 土 滋賀教育のつどい

９ 日 事務局会議

29 土 発送作業・事務局会議

３ 14 土 事務局会議

28 土 発送作業・事務局会議

４ 11 土 事務局会議

25 土 発送作業・事務局会議

５ ９ 土 事務局会議

16 土 理事会

30 土 発送作業・事務局会議

６ ７ 日 第33回総会

13 土 事務局会議

27 土 発送作業・事務局会議

2020年

2019年度活動予定（2019.6～2020.6）

黒田 吉孝 （びわこ学院大学教授、

滋賀大学名誉教授）

副理事長 福井 雅英（滋賀県立大学教授）

山田 稔（登校拒否・不登校問題滋賀県連絡会）

理 事 奥村 信夫（元中学校教諭）

桂田 良高（元小学校教諭）

岸本 実（滋賀大学教授）

倉本 頼一（元滋賀大･元立命館大 非講）

竹下 秀子（追手門学院大学教授)

竹中 真美（大津学童保育指導員）

茶谷 淑子（元高等学校教諭）

黄之瀬伸子（全滋賀教組教文部長）

本田 清春（元小学校教諭、

地域民研交流研事務局長）

松村 実 （比叡山中学・高等学校）

宮下ゆたか（立命館大等 非講)

村方 翼（つばさ菜園 元学童保育指導員）

山岡 雅博（立命館大学特任教授）

山上 修（元県立高等学校教諭）

吉田 一彦（滋賀県教育サークル協議会会長）

監 事

所 長 岸本 実（滋賀大学教授）

副 所 長 山上 修（元県立高等学校教諭）

宮下 ゆたか（立命館大等 非講)

事務局長 茶谷 淑子（元県立高等学校教諭）

事務局次長 桂田 良高（元小学校教諭）

顧 問 木全 清博 （滋賀大学名誉教授）

2019年度 滋賀県民主教育研究所 役員

理 事 長


